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地域農業の課題解決に向けた意見交換を実施しました

兵庫県拠点では、市町農政担当者やＪＡ担当者等への「令和３年度
補正予算及び令和４年度予算概算決定」の概要説明と意見交換を、
１月下旬から２月中旬にかけて実施しました。

担当者より８月末の概算要求時からの変更点を
中心に説明を行い、その後に、関係機関の皆様
と事業に関する質疑、地域農業の課題等につい
ての意見交換を行いました。

コロナ禍で個別訪問ができない関係機関等とは、
Web会議でお互い顔を合わせて実施しました。

今後もWebによる会議などのデジタル技術を活
用した説明会・意見交換等を積極的に実施して
いきます。

～ 市町農政担当者及びＪＡ担当者等の皆様と～

棚田地域の振興に関する取組を積極的に評価し、国民の皆さまに、棚田地域の
活性化や棚田の有する多面的な機能に対するより一層のご理解とご協力をいた
だくことを目的として、改めて優良な棚田を認定する取組（「つなぐ棚田遺産
～ふるさとの誇りを未来へ～（ポスト棚田百選）」）を実施しています。

～兵庫県内では7棚田が選ばれました～

棚田遺産選定委員会（第2回)において、全国では271棚田、兵庫県
では７棚田が「つなぐ棚田遺産～ふるさとの誇りを未来へ～」とし
て選定されました。

つなぐ棚田遺産が選定されました

養父市
・宮垣の棚田
・能座の棚田
・別宮の棚田

宍粟市
・山田の棚田
・飯見の棚田

多可町
・岩座神の棚田

香美町
・うへ山

https://www.maff.go.jp/j/press/nousin/nihon/220215.html

◇兵庫県内で選定された棚田◇

詳しくは



インターネットでの販売を中心に、道の駅「丹波おばあちゃ
んの里」、近隣スーパー、JA直売所で販売しています。今回
受賞したゴーダチーズは熟成に一年かかるので、まだ少しず
つ出荷している状況ですが、ラクレット等他のチーズは購入
が可能です。

〈株式会社丹波婦木農場 丹波チーズ工房 婦木 敬介さん〉

－受賞された感想をお願いします－

「第13回 ALL JAPAN ナチュラルチーズコンテスト」ハード熟成6カ月以上部門 「蔵熟
成ゴーダ」で、農林水産大臣賞を受賞された、丹波市の婦木敬介さんにお話を伺いました。

～国内チーズコンテストで農林水産大臣賞受賞！～

－今後の目標や挑戦したいことは？－

－受賞したチーズはどこで買えますか？－

地域の先輩方が長年築き上げてきた、酪農文化を背景
に、小さな農家でも北海道に負けない物ができること
を証明できたのはうれしいです。

うちは自分で牛を飼い自分で乳を搾って、チーズを作
る一貫生産をやっています。

チーズ作りを教わったのは、北海道十勝の「さらべつ
チーズ工房」で『いい牛乳から悪いチーズはできる。
でも、悪い牛乳からいいチーズはできない。』という
師匠の言葉を胸に、実家に帰ってからは、大変ながら
も牛の世話とチーズ作りを両立してきました。

この度、賞をいただいたことで「このやり方が間違っ
ていなかったのかな」と思っています。

今年開催される世界大会（World Championship 
Cheese Contest 2022）にもチーズを出品し、世界で
どれくらいの評価が得られるのかを試してみたいです。

また、丹波を含め近畿圏の酪農家が減少し、高齢化も
進んでいる中、今回の受賞を励みに、小規模ながらも
土地と共に酪農をするという昔からのスタイルを守り、
地域の酪農発展に貢献したいです。

熟成には蔵を使用
デザイン化して商品
ラベルにしています
(商標登録済み）

令和2年 兵庫県の農業産出額について
令和2年 農業産出額及び生産農業所得（近畿）より

部門別にみると、米が420億円（県全体
の28.4％）、野菜が349億円（同23.6％)
鶏が287億円（同19.4％)となり、これら
３部門で県全体の71.4％を占めています。

産出額
全国

順位
(億円) (位)

1 米 420 13

2 鶏卵 171 11

3 肉用牛 167 10

4 生乳 101 12

5 たまねぎ 92 2

6 ブロイラー 86 38

7 レタス 38 4

8 トマト 28 23

9 ひな
（他都道府県販売）

25 4

10 もやし 21 4

品目

その他

畜産

野菜

米
420
（28）

592
（40）

349（24）

兵庫県

(100%)

1,478億円

117
（8）令和2年における兵庫県の農業産出額は、

1,478億円となり、前年に比べて2.1％
（31億円）の減少となりました。

-たまねぎは全国2位-

https://www.maff.go.jp/kinki/toukei/tou
keikikaku/yotei/2021.html#1224

※統計数値については､表示単位未満を四捨五入したため､合計値と内訳の計が一致しない場合があります。

詳しくは



農林水産省は、令和3年5月に策定した「みどりの食料システム戦略」の実現に向け、近年（直近10
年程度）開発された技術で、現場への普及が期待される技術を取りまとめた「みどりの食料システム
戦略」技術カタログを作成しました。

本カタログでは作目別に167件の技術を収録しており、技術の概要、技術導入の効果、みどりの食料
システム戦略における貢献分野(温室効果ガス削減等)、導入の留意点、価格帯、改良・普及の状況、
技術のお問い合わせ先等を記載しています。

持続性の高い農法への転換に向けた技術集を作成！
～「みどりの食料システム戦略」技術カタログを公開！～

1.「みどりの食料システム戦略」技術カタログの概要

2.掲載技術について

農研機構や地方公設試等で開発された技術について、図表を交えて紹介しています。

3.活用について

農林水産省においても本カタログ等を活用し、
栽培暦の見直し等、生産現場でより持続性の
高い農法への転換に向けた検討を行ってまい
ります。

生産現場で普及指導に取り組む農業指導者の
皆様や農業生産者の皆様が本カタログを活用
することで、より持続性の高い農法への転換
が進むことを期待しています。

左の図：表紙 右の図：掲載事例

技術を活用し有機農業に取り組む生産者のご紹介

アブラムシ防除に有効な飛ばないナミテントウを活用（技術カタログ60ページ参照）

詳しくは https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/midori/catalog.html

丹波市市島町 たんぽぽファーム 岩元清志さん

大阪在住だった岩元さんが移住し始めた農園では、就農以来有機栽培
を続け、土づくりに力を入れています。(全圃場で有機JASを取得)

春はスナップエンドウ、夏はミニトマトとオクラ、秋はキュウリ、冬
は根菜類など約20種類の季節の野菜を、有機JAS規格、BLOF理論を
実践し栽培しています。

ナミテントウを防除に用いる良い点は、薬剤散布の回数が減ります。
収穫が始まると薬剤は収穫物が汚れるのであまり使いたくないですが、
ナミテントウは汚れる心配がないです。葉の裏側の薬剤が届きにくい
所にナミテントウが移動して捕食してくれて助かります。

丹波市で1年間研修を受けた後、
大阪からIターンで新規就農。
「丹波市有機の里づくり推進協議
会」に所属し丹波市の有機栽培
を牽引している農家。

ステッカーは5種類あり↑は【農業】

農林水産省では、毎年約300 件発生している農作業死亡事故を減少させる
ため、春作業が行われる３月～５月を重点期間として、全国の関係機関の
協力の下「春の農作業安全確認運動」を実施します。

『令和4年春の農作業安全確認運動」の実施について

※ただし、加工等の二次利用や販売等の商用利用はできませんのでご了承ください。

仕事猫とコラボした作業安全を普及啓発するステッカーが作成されました。
事業所への掲示や機材への貼り付けなどによりご利用ください。

作業安全ステッカーが作成されました

https://www.maff.go.jp/j/kanbo/sagyou_anzen/index.html#001詳しくは



農政に関するご相談､事業や制度へのご意見･ご質問などがございましたら､お気軽に地方参事官
ホットラインまでお問い合わせ下さい｡また、広報誌に対するご意見等もお待ちしています。

TEL：078-331-5924 FAX：078-331-51772022.2

地 方 参 事 官 ホ ッ ト ラ イ ン

編集後記

兵庫の の風景

この度、これまでの棚田百選から「つなぐ棚田遺産～ふるさとの誇りを未来へ～」と装いも新たに
全国で271棚田が選定され、兵庫県内でも７地域が選定されました（１面参照）。
棚田を有する地域の課題として、棚田を継承していく人材（担い手）不足があげられ
ますが、選定された地域の皆様には、これを契機として、是非とも地域活性化に取り
組んでいただき、様々な人を呼び込む取り組みを期待します。（H.T）

近年、生産者の方々が丹精込めて作られた農作物が盗まれ
る被害が全国各地で発生しています。生産者の皆様にとって
営農意欲を失わせる深刻な事態です。

https://www.maff.go.jp/j/seisan/ryutu/engei/tounan.htm

農作物の盗難防止対策を実施しましょう

そこで農林水産省では、地域の盗難被害の状況や防犯対策
の実態を調査し、その結果をもとに農作物の盗難を防ぐ際の
参考となる啓発資料「農作物の盗難の実態と対応策」(パン
フレット)をとりまとめました。

皆様の地域においても、盗難被害を防止する対策を
実施しましょう。

詳しくは

毎年2月下旬から3月
初旬に、播磨灘で新
子をとるいかなご漁が
解禁になります

いかなご漁の解禁

兵庫楽農生活センター

as

・所在地：神戸市西区神出町小束野30-17 
・開園時間：9時～17時（楽農カフェ11時～17時）
・休園日：毎週水曜日(祝日の場合は翌日、楽農カフェ

は営業）年末年始（12月29日～1月3日）
・入園料・駐車場：無料（約200台収容可能）
・農作業体験：事前予約が必要(078-965-2651)
・団体様での体験も可能（大型バス駐車場完備）

・「農」を体験する
親子農業体験教室(お米、黒大豆)、野菜やきのこ、
うめの収穫体験、ぶどうの栽培体験、農機具展示、
里山再生塾など

・「農」について学び、実践する楽農学校
野菜栽培の基礎を学ぶ半年間の「生きがい農業
コース」、新規就農を目指す１年間の「就農コー
ス」、有機農業の基礎を学ぶ「有機農業塾」

・「食」について楽しむ
園内はじめ県内各地の農畜水産物がピザやパスタ、
スィーツで楽しめる楽農カフェのほか、農産物直
売所や農産物の加工体験

- 食 と「農」に親しむ「楽農生活」の拠点 -

最新の情報(講座などの募集やイベント
の開催）についてはHPに随時掲載され
ます。 https://hyogo-rakunou.com/

兵庫県では、気軽に食と「農」に親しむライフスタイルとし
て「楽農生活」を推進しており、その拠点施設が兵庫楽農生
活センターです。
同センターでは、誰もが「楽農生活」の体験や実践ができる
よう、また気軽に「農」の大切さを学べるよう、様々な施設
やプログラムが用意されています。

農産物加工体験 親子農業体験教室

楽農カフェ 農産物直売所


